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1. はじめに 
 特定分野の研究動向を知るためには，その分野
の論文を網羅的に収集する必要がある．このよう
な文献調査においては，しばしば論文データベー
スが利用される．しかし，分散した論文データベ
ースを一つずつ検索するのは非効率的である．ま
た，特定分野の研究動向を効率的に知るためには，
単にその分野の論文を収集して列挙するだけでな
く，収集した論文同士の関係を解析し，それらを
分かりやすく提示する必要がある． 
そこで，我々は，複数の論文データベースを統
合的に一つのデータベースとして検索できるシス
テム PRESRIの開発を行っている．また，特定分
野の論文の論文間の関係をわかりやすく提示する
インタフェースの作成にも取り組んでいる．本稿
では，まず PRESRIの特徴やシステム構成を説明
し，次にデータベース管理機能や検索機能を，動
作例と共に紹介する． 
 
2. PRESRIを構築する上でのポイント 
2.1. 網羅的なデータベースの構築 
網羅的な論文データベースを構築するためには，
複数の言語で記述された論文データを対象にする
必要がある．そこで，我々は，これまでにWeb上
に存在する Postscript および PDF 形式の日英論
文データを収集して論文データベース(以後， 
‘WEB-DB’)を構築してきた[難波 2002]． 
しかし，研究者が利用可能な論文データベース
としては，Web上に載らないものも数多く存在す
る．例えば，近年では，国際会議や学会の全国大
会では予稿集の代わりに CD-ROM が配付される
ことが多い．このように個人の所有する CD-ROM
や，所属組織の図書館，学会，出版社が所有する
データベースをここではローカルな論文データベ
ースと呼ぶ． 
このようなローカルに存在する論文データを，

PRESRIと統合的に利用できれば，非常に便利で
ある．例えば，CD-ROM中の論文とPRESRI中の
論文が引用関係にあれば，その引用関係をたどっ
て，効率的に関連論文を集めることができる．ま
た，大学図書館等の蔵書データと統合することで，
図書館所蔵の資料を引用する論文を検索するとい
ったことも可能になる1． 
                                                  
1 広島市立大学では附属図書館の蔵書データとPRESRIを
統合した検索サービスを 2004年 12月から開始している． 

 
2.2. 検索結果のわかりやすい提示 

CiteSeer2[Lawrence 1999]やGoogle Scholar3

をはじめとする多くの引用論文データベースの論
文検索インタフェースは，検索結果や引用関係に
ある論文をリスト形式で表示するのが一般的であ
る．しかし，このような表示方法では，より大き
な引用構造の中での個々の論文の位置付け(関係)
がわかりにくいという問題点がある．そこで，本
研究では，検索結果のわかりやすい提示を目指し
ている．以下，まず検索結果をわかりやすく提示
するのに有用な引用情報について説明し，次に引
用情報に基づく検索結果の可視化について述べる． 
 
2.2.1. 引用情報 
学術論文は先行研究について言及する際，引用
を行う．このとき，当該論文と被引用論文との関
係について記述される個所(引用個所)ができる．引
用個所から得られる情報を，本研究では引用情報
と呼んでいる．引用個所からは，被引用論文の重
要点や当該論文と被引用論文との相違点を明示す
る有用な情報が得られる．また，引用個所を読む
ことで，著者がその論文を引用した理由について
知る手がかりが得られる． 
本研究では，引用の理由を引用タイプとして以
下の 3 種類に分類し，また，引用タイプの決定を
自動的に行っている[難波 1999]． 
 

 type C (問題点指摘型) 
他の論文の理論や手法等の問題点を指摘する
ための引用． (例えば，本論文における
[Lawrence:1999]) 

 type B (論説根拠型) 
既存の研究成果を用いて，新しい理論を提案
したり，システムを構築したりする場合の引
用．(例えば，本論文における[難波 1999]) 

 type O (その他型) 
type Bにも type Cにも当てはまらない引用． 

 
これまで，我々は，手がかり語に基づいたルー
ルを用いて引用個所の抽出や引用タイプの決定を
行う手法を開発してきた[難波 1999]．本論文中の
論文[Lawrence 1999]に対する引用を用いてこれ
                                                  
2 http://citeseer.ist.psu.edu/ 
3 http://scholar.google.com/ 



らの手法を説明する． 
この引用が出現する文(2.2節 1文目)の次の文は
逆接の接続詞「しかし」で始まっていることから，
論文[Lawrence 1999]に対して本論文中では何ら
かの問題点が指摘されている(type C)と判断でき
る．このように，論文中の引用と，その周辺の「し
かし」のような手がかり語との前後関係を考慮す
ることで，引用タイプを自動的に決定できる．ま
た，引用個所の抽出では，「しかし」「そこで」と
いった文間のつながりを示す手がかり語を用いる
ことで，引用の出現する文とつながりの深い文を
抽出することができる． 
 
2.2.2. 引用情報を用いた検索結果の可視化 
前節で述べた引用情報を考慮し，検索結果の可

視化を行う．ひとつの方法は，論文をドット，引
用関係を矢印で表現し，論文間の引用関係をグラ
フとして提示することである． 
ここで，図 1に示すように，type Cを直線，type 

Bを点線，type Oを破線で示すことにより，ユー
ザには引用タイプの区別ができる．また，グラフ
中の各論文の書誌情報等は，図 2 に示すように，
ポップアップウィンドウ内に提示することができ
る．例えば，ユーザがグラフ内に表示されたドッ
トにカーソルを重ねれば論文の書誌情報が，矢印
上に重ねれば引用個所が提示されるようなインタ
フェースが考えられる．本研究では，このような
グラフィカルなインタフェースの開発を行ってい
る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 引用タイプの表示  図 2 ポップアップウィンドウに 
よる引用個所の表示 

 
3. PRESRIの構築 
3.1. PRESRIの構築手順 

PRESRIの構築は，(1)書誌情報の抽出と(2)統合
の 2つのステップから構成される． 
ステップ 1では，Postscriptおよび PDF形式の

論文から，その論文の書誌情報(タイトル，著者名，
所属，キーワード，アブストラクト)と，参考文献
を抽出する．また，日本語論文中で，日英両方の
タイトル，著者名などが記述されている場合には，
共にこれを抽出する[阿辺川 2003]．次に引用タイ
プの自動判定が行われる[難波 1999]．ステップ 2
では，複数のサーバ上で抽出された書誌情報，ア
ブストラクト，参考文献情報が集められ，統合さ

れる． 
 
3.2. システムの構成 
 システム全体の構成図を図 3に示す． 
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図 3 システム構成 
 
システムは，以下のサーバおよびモジュールか
ら構成される． 
 
サーバ 

 ローカルサーバ 
ローカルサーバの役割は，ユーザへの検索機能の
提供，複数のローカルデータベース(CD-ROM等)
とリモートデータベース(WEB-DB等)の統合であ
る．このサーバは，大学図書館や研究室等，特定
のユーザのみがアクセスできる場所に設置される． 
 

 PRESRIサーバ 
PRESRI サーバは，Web 上の Postscript および
PDFファイルを収集し，そこから書誌情報を抽出
する(WEB-DBの作成)． 
 

 クライアント 
クライアントに Web ブラウザがインストールさ
れていれば，ブラウザ経由で論文を検索すること
ができる． 
 

 論文 DBサイト 
論文 DB サイトとは，クローリングが許可されて
いないが論文データベースを保持するサイトであ
る(例えば，学会や出版社のサイト)．もし，データ
ベース管理者の許諾が得られれば，サイト上で書
誌情報および引用情報を抽出し，それらを特定の
(許諾が得られた)ローカルサーバ上で統合するこ
とができる． 
 

 C 
B 
O 

引用 
個所 

書誌情報の

抽出

PRESRIサーバ

書誌情報の

抽出

WEB-DB 複数DBの 
統合

DB

サーバ管理 UI 論文 DB 検索 

書誌情報 
(HTTP) 

ローカルサーバ
書誌情報の

抽出
Webブラウザ 

論文 DB サイト
クライアント 



モジュール 
 クローラ 

wget4を用い，ac，eduドメインのサーバから
PostscriptおよびPDFファイルを収集する． 
 

 書誌情報の抽出 
PRESRIサーバ，論文 DBサイト，ローカルサー
バ上で動く．Postscript および PDF ファイルを
XMLファイルに変換し，ファイルのヘッダ部分お
よび参考文献から書誌情報を抽出する．抽出は，
字種や手がかり語といった言語的情報と，フォン
トサイズや文字装飾等の視覚的情報を組み合わせ
て行う[阿辺川 2003]． 
 

 複数 DBの統合 
複数 DBを統合し，以下に述べる 3つの手順で，
データをローカルサーバに登録する．(1)サーバ管
理者が登録した複数のサイトから書誌情報を収集，
(2)DB 内および DB 間のデータの重複を調べる，
(3)データを統合し，ローカルサーバに登録する． 
 

 サーバ管理 UI(ユーザインタフェース) 
ローカルサーバ管理者は，サーバ管理 UI を通し
て新規ローカル DBやリモート DBを登録し，そ
れらを統合することができる． 
 

 データベース 
データソースのセットアップ，書誌情報の抽出，
複数 DBの統合の制御を行う． 
 

 検索 
論文を検索したり，引用情報を提示したりする機
能を提供する． 
 
4. システムの動作例 
現在，世界中から利用可能な最新版のシステム

はhttp://www.presri.comから利用可能である．こ
のシステムでは，Web上から収集した約 83,000件
の日英フルテキスト論文データ，主要学会の英語
論文を集めたACL Anthology5のフルテキストデ
ータ約 8,000 件および，これらのデータから抽出
された参考文献が検索できる． 
 一方，特定のユーザに限ったシステムでは，広

島市立大学で利用しているようにローカルに保持，

閲覧可能な CD-ROM データの文献を追加してユ

ーザにサービスすることができる．このようなデ

ータベースの追加統合はすべて Web ブラウザを
通して行える． 
 
4.1. 複数データベースの統合 
データベースの管理は，すべてWebブラウザを

通して行う．図 4 は，新しいデータベースを登録

                                                  
4 http://www.gnu.org/software/wget/wget.html 
5 http://acl.ldc.upenn.edu/ 

する画面である．データベースがローカルディレ

クトリに存在する場合はディレクトリの場所を，

リモートサーバに存在する場合は，データベース

が置いてある URL を指定する．もしデータベー
スが定期的に更新されるのであれば，更新日時を

指定することで，自動更新できる． 

 
図 4 データベース登録画面 

 

 
図 5 データベース管理画面 

 
登録されたデータベースは図 5 のように表で一
覧表示される．不要になったデータベースは，後

から削除することができる． 
 
4.2. 検索インタフェース 
以下，システムスナップショットを用いて，検
索過程を説明する．PRESRIのトップ画面では，
ユーザは，タイトル，著者名，掲載誌の項目ごと
にキーワードを入力し論文検索を行う．この時，
著作年の範囲の指定もできる． 
図 6 は 1980 年～2005 年の間でタイトルに 

“citation”を含んだ論文を検索した結果を示してい
る．図より，19件の論文が検索されていることが
わかる．検索結果は，デフォルトでは被引用数の
多い順にランク付けされるが，この他，著作年順，
著者名順等でもランク付けできる． 

http://www.presri.com/


この画面上で，ユーザが検索目的に適合する論
文を選択し(図 6の「グラフ」欄のチェックボック
スをチェックする)，「チェックした論文をグラフ表
示」というボタンを押すと，図 7 および図 8 のよ
うな論文間の引用情報を示す画面が表示される． 

 

 
図 6 キーワード検索の結果 

 

 
図 7 引用情報の提示画面(書誌情報の提示) 

 
図 7において，「選択論文」は，図 6でチェック

された論文を示している．被引用回数が 5 回以上
の論文はドットが強調表示される．「その他の論
文」は，選択論文と直接引用関連にある論文を示
している．また，図の矢印は論文間の引用関係を
示しており，引用タイプごとに色分けして表示さ
れている．グラフ中で，ユーザがグラフ中のドッ
トにカーソルを重ねると，図のように，論文の書
誌情報がポップアップウィンドウ内に表示される． 
引用情報の提示画面中で，ユーザが矢印にカー
ソルを重ねると，図 8 のように引用個所がポップ
アップ表示される．論文中で複数回引用されてい
る場合には，すべての引用個所が提示される．ま

た，矢印にカーソルを重ねた状態でクリックする
と，新しいウィンドウが立ち上がり，ポップアッ
プ画面に表示されている内容がウィンドウ内で閲
覧できる． 
 

 
図 8 引用情報の提示画面(引用個所の提示) 

 
5. おわりに 
 本稿では，多言語引用論文 PRESRIの特徴，シ
ステム構成を説明し，データベース管理機能や検
索機能を紹介した． 
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